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米国における「ザイロン®」繊維を用いた防弾ベストの訴訟の提起に関する 

訴状受領のお知らせ 
 
 当社は、米国における以下の訴訟について訴状の送達を受けましたので、下記の通りお知らせ

します。なお、この送達手続きは、ヘーグ国際条約に従った国際送達手続ではなく、米国政府（司

法省）との協議に基づき当社が代理人弁護士を通して米国で訴状を受領したものです。 
 

・２００７年６月２６日付けの米国コロンビア特別区における訴訟 
 

記 
 
１．訴訟の原因及び提起に至った経緯 

 原告は、米国政府です。 
 原告は、米国の防弾ベストメーカーであるアーマーホールディングス社、ポイントブラ

ンク社、ファーストチョイス社、ゲーターホーク社、プロテクティブプロダクトインター

ナショナル社から、当社の「ザイロン®」繊維を用いた防弾ベストを購入しました。 
 原告は、「当社が防弾ベスト用途に販売した『ザイロン®』繊維には欠陥があるというこ

とと、『ザイロン®』繊維は当社およびこれらの防弾ベストメーカーが表明したよりも早く

劣化するということを当社が知っていた」と主張しています。さらに原告は、「当社の行為

および表明の結果として、欠陥のある防弾ベストに対して金銭を支払った」と主張してい

ます。 
 この訴訟においては、当社および当社の米国子会社である東洋紡アメリカ株式会社が被

告とされています。 
 原告は、米国不正請求禁止法違反、詐欺、不当利得を理由に、損害賠償請求を提起しま

した。 
 
２．訴訟を提起した者 

米国政府 



 
３．訴訟の内容および損害賠償請求金額 

(a)訴訟の内容 損害賠償および民事制裁金の支払等を請求する訴訟 
(b)損害賠償請求金額 記載なし      

 
４．今後の見通し 

 本件による当社業績への影響は現時点では不明です。 
 
５．その他の訴訟 

 現在、上述の防弾ベストに関連し、米国の防弾ベストメーカーであるセカンドチャンス社

との訴訟、同社製の防弾ベストに関する米国政府との訴訟など米国において当社を被告とす

る複数の訴訟が係属しています。 

 なお、セカンドチャンス社は、２００４年１０月にアメリカ連邦破産法に基づく破産の申

請を行っています。 
  

 
以 上 


